


様式第１

 歳

【最終学歴】

H 20 年 4 月 ～ H 24 年 3 月

【職務経験】

年

R 2 年 4 月 1 日

R 7 年 3 月 31 日

R 2 年 4 月 1 日

R 7 年 3 月 31 日

年 月 日

年 月 日

R 4 年 12 月 1 日

R 5 年 12 月 20 日

H 28 年 4 月 1 日

R 2 年 3 月 31 日

H 28 年 4 月 1 日

H 28 年 10 月 15 日

H 29 年 4 月 1 日

H 30 年 3 月 15 日

年 月 日

年 月 日

学部・学科
（学校名は記入しない）

○○学部○○学科

区分

種類

（その１－１）

職　務　経　歴　書

期間

試験の種類 試験区分
受験番号
※記入不要

ふりがな
年齢

（申込時）

民間企業等職務経験者試験 氏　名

　なお、①～④は必ず記入し、⑤～⑪は該当する場合のみ記入してください

■現在または直前の勤務先 ①名称 株○○ ②所在地都道府県 ○○県

受験資格に関連する
職務経験の通算（⑤の計）

5 6 か月
※大卒・大学院卒の方は５年以上、短大・高専・高校卒の方は７年以上、
　それ以外の方は10年以上の試験区分の業務に関連する職務経験が必要

※「正規」または「正規以外で勤務時間が正規職員と同じ」に該当する職務経験はすべて記入してください（無職の期間は記入不要）

③雇用形態

④在職期間 5 年 0 か月
⑤受験資格に関連する職務
経験
※⑥+⑧-⑩

4 年

～

⑧ ④の内、受験資格に関連
する職務に従事した期間

年 か月

1 か月～

⑥ ④の内、受験資格に関連
する職務に従事した期間

5 年 0 か月
⑦役職
職務内容
業績等

○○長として、○○の業務に従事
し、○○の成果を上げた。

～

■その前の勤務先 ①名称 （株）△△ ②所在地都道府県 △△県

⑨役職
職務内容
業績等

～

⑩ ④の内、休暇・休業・休
職等の期間

0 年 11 か月 ⑪理由 育児休業のため

③雇用形態

④在職期間 4 年 0 か月
⑤受験資格に関連する職務
経験
※⑥+⑧-⑩

1 年

～

⑧ ④の内、受験資格に関連
する職務に従事した期間

0 年 11 か月

5 か月～

⑥ ④の内、受験資格に関連
する職務に従事した期間

0 年 6 か月
⑦役職
職務内容
業績等

○○長として、○○の業務に従事
し、○○の成果を上げた。

～

⑨役職
職務内容
業績等

○○長として、○○の業務に従事
し、○○の成果を上げた。

～

⑩ ④の内、休暇・休業・休
職等の期間

年 か月 ⑪理由

中学 高校 高専 短大 大学 大学院 専門学校等

卒業 卒業見込 中退 その他

正規 正規以外で勤務時間が正規職員と同じ

正規 正規以外で勤務時間が正規職員と同じ

卒業 卒業見込 中退



【職務経験】

H 26 年 4 月 1 日

H 28 年 3 月 31 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

H 24 年 4 月 1 日

H 25 年 3 月 31 日

H 24 年 4 月 1 日

H 24 年 12 月 31 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

※職歴について、勤務先の証明は不要ですが、記載内容に虚偽がないようにしてください。

※職務経歴書は、受験資格の確認の他、第２次試験においても使用します。

※記入欄が足りない場合は、続紙（様式第１　その１－３）に記入してください。

（その１－２）

■その前の勤務先 ①名称 □□（株） ②所在地都道府県 □□県、××府

③雇用形態

④在職期間 2 年 0 か月
⑤受験資格に関連する職務
経験
※⑥+⑧-⑩

年

～

⑧ ④の内、受験資格に関連
する職務に従事した期間

年 か月

か月～

⑥ ④の内、受験資格に関連
する職務に従事した期間

年 か月
⑦役職
職務内容
業績等

■その前の勤務先 ①名称 （株）★★ ②所在地都道府県 ★★府

～

⑨役職
職務内容
業績等

～

⑩ ④の内、休暇・休業・休
職等の期間

年 か月 ⑪理由

③雇用形態

④在職期間 1 年 0 か月
⑤受験資格に関連する職務
経験
※⑥+⑧-⑩

年

～

⑧ ④の内、受験資格に関連
する職務に従事した期間

年 か月

か月～

⑥ ④の内、受験資格に関連
する職務に従事した期間

0 年 9 か月
⑦役職
職務内容
業績等

○○長として、○○の業務に従事
し、○○の成果を上げた。

～

⑨役職
職務内容
業績等

～

⑩ ④の内、休暇・休業・休
職等の期間

年 か月 ⑪理由

正規 正規以外で勤務時間が正規職員と同じ

正規 正規以外で勤務時間が正規職員と同じ



【記入例Ａ】
・在職中の５年０か月、すべての期間で正規職員として従事
・在職中の５年０か月、すべての期間で受験資格に関連する職務に従事
・在職期間中に育児休業を11か月取得

④在職期間

⑩育児休業 ５年０か月

11か月

⇒④在職期間、⑥受験資格に関連する職務期間、⑦役職 職務内容 業績等、⑩休業・休職等の期間、⑪理由を記入する。

 ⑤受験資格に関連する職務経験は、④５年０か月から⑩11か月を除く、４年１か月となる。

【記入例Ｂ】
・在職中の４年０か月、すべての期間で正規職員として従事
・在職中に受験資格に関連しない業務に従事した期間があり、関連する業務に従事した期間が複数ある

④在職期間

４年０か月

 ⑤受験資格に関連する職務経験は、⑥の６か月と⑧の11か月の計、１年５か月となる。

【記入例Ｃ】
・在職中の２年０か月、すべての期間で正規職員として従事したが、受験資格に関連する職務に従事した期間なし

④在職期間

２年０か月

⇒④在職期間を記入する。

 受験資格に関連する職務経験はないので、⑤は記入しない。

【記入例Ｄ】
・在職中の１年０か月、すべての期間で正規職員として従事
・在職中の１年０か月のうち、受験資格に関連する職務に９か月従事

④在職期間

１年０か月

⇒④在職期間、⑥受験資格に関連する職務期間、⑦役職 職務内容 業績等を記入する。

 受験資格に関連する職務経験は１年に満たないので、⑤は記入しない。

⑥関連する職務

関連しない職務

関連しない職務

９か月 ３か月

⇒④在職期間、⑥⑧受験資格に関連する職務期間、⑦⑨役職 職務内容 業績等を記入する。

 （受験資格に関連しない職務期間は記入しない）

６ヵ月 11ヵ月

関連しない職務

⑥関連する職務⑥関連する職務

⑧関連する職務⑥関連する職務 関連しない職務




